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年末年始区長ご挨拶          平芝自治区区長 戸田博基 
日頃は自治区の運営に対しご支援とご協力を賜わり、誠にありがとうございます。 

 早いもので令和 5 年も年の終わりを迎えようとしております。ここに、区長としての

12 月までの振り返りと、新たな年に向けての抱負についてお話しさせていただきます。 

 5 月連休明けからコロナ感染症の扱いが 5類へ移行したのを受けて、自治区の行事や活

動が以前のように戻りつつあります。まだ、収束には至りませんが、コロナへのかかわ

り方が少しずつ変わってきました。感染対策は継続しつつ、ポストコロナを見据え、安

心・安全なまち、近所の方との交流を促すまちの実現をめざしてまいります。 

 そのために、本年 3 月から 4月にかけて、8年ぶりに区民台帳のご提出をいただきまし

た。この台帳を基に、より充実した区民の皆様とのコミュニケーションを図っていきた

いと考えています。台帳提出にご協力いただき感謝いたします。 

次に、「1000 年に一度の水害」に対する避難場所アンケートを実施しました。 

 近年の豪雨災害の激甚化等や豊田市が令和 2 年度に見直した洪水ハザードマップにお

ける崇化館地域の浸水想定などから水害対策への関心が高まり、令和 3 年度から本格的

に水害対策を議論する事となりました。平芝自治区として、今年の 4 月より水害に関わ

る次の 3 つの主な課題を研究し、準備してまいりました。 

①自助に関する事 

  水害の知識、避難する方法、タイミング、マイタイムライン講座の受講 

②共助に関する事 

避難者、援助者の具体的な動き、自治区としてのどのように動くか 

③避難先に関する事 

平芝区民それぞれの世帯の具体的な避難場所を設定（逃げ遅れないために） 

 これらの研究に基づき、9 月に実施したアンケートには 85%の世帯よりご回答いただき

ました。おかげさまで各世帯の避難場所を設定することができました。アンケート提出

にご協力いただきありがとうございました。 

 崇化館地区は避難対象者に対し、避難できる場所が少ない状況です。そこで、平芝自

治区としては、自家用車での車中泊が出来る避難場所への推奨を行ないました。特に、

平芝坂の上公園、平芝公園、妙玄公園の 3 公園と梅坪神社、安長寺が本自治区にあるこ

とは幸運でした。ただ、トイレの確保は今後の課題であると考えています。 

 今後は、平芝防災会でヘルメット、雨具、靴等の防災グッズや緊急避難場所の備蓄品

を随時購入していく予定です。また、地震時および水害時の防災マップやカルテの作成

も合わせて行なう予定です。 

 末筆とはなりますが、今後とも区民の皆様とのコミュニケーションをより大切にし、

自治区運営に力を入れて参ります。区民の皆様の今後益々のご健勝とご多幸、平穏な  

年末年始を過ごされますことを心より祈念し、私からのご挨拶とさせていただきます。 
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区民防災訓練 
 10 月 22 日（日）、さわやかな秋空の下、岩畑公園

と妙玄公園において、区民の皆さんが参加して防災訓

練を行ないました。当日は役員・災害対策委員・区民

計 63 名が参加し、AED・応急担架作成・防災機器取扱

いの訓練を、安全に十分注意しながら、和気あいあい

と体験されていました。 
 
 六自治区合同防災訓練 
 11 月 12 日（日）に六自治区民約 180 名が参加し、挙母小学校において六自治区合同

防災訓練を行ないました。今回の訓練には自衛隊、市役所防災対策課、豊田市消防本部

より講師の方々にいただき、5 月の災害対策委員研修会で評判がよかった「地震体験車

『防サイ君』」や AED 訓練、「防災講演」、簡易担架作成、ひも結びなどの訓練と、過去

の防災記録展示を行ないました。参加者された皆さんは、普段ふれることのない数々の

訓練をしっかりと体験されていました。また、今回のテーマは「地震」でしたが、平芝

自治区独自の展示として「1000 年に一度の水害と六自治区への影響」のビデオを上映。

多くの方々が興味深く視聴され、その被害の大きさを改めて認識されていました。 

今回の訓練を通して、防災・減災の取り組みの基本は、「各家庭での日頃の備え」と  

「日頃の円満なご近所づきあい」であると改めて感じた一日でした。 

 
 1000 年に一度の水害避難場所アンケート 
 8 月に自治区内全世帯に提出をお願いした、「1000 年に一

度の水害時の避難場所アンケート」については、皆さんのご

協力のおかげで無事回収をすませることができました。皆さ

んのご協力に感謝申し上げます。アンケートを集計した結

果、各自主避難場所の定員を上回るところが出てきたため、

11 月 26 日（日）の評議員会において、三役ならびに評議員

により厳正な抽選を行ない、各世帯の最終避難先を決定いた

しました（抽選結果は区民会館にて閲覧可）。 

結果、一部の世帯では、第一希望の選に漏れ、第二、第三

希望の避難場所に回られた世帯もございますが、どうかご理

解下さい。 

 尚、今回決定した各世帯の避難場所については、令和 6

年 1月ないしは 2月の広報配付に合わせ、各組長さんを通し

て全世帯にお知らせする予定です。 
 
 今後の事業予定 
・1月 2 日（火）9:00～12:00  高齢者年賀訪問（80 歳以上） 

・1月 7 日（日）10:00～12:00 二十歳の集い（崇化館交流館） 

・2月 25 日（日）       組長、諸団体代表会議（区民会館 2F） 

 

抽選風景 

抽選結果（一部） 


